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日本ロシア文学会会報  第 35 号 2008 年 6 月 

 
１．2008 年度（第 58 回）定例総会・研究発表会 ２．2008 年度（第

58 回）研究発表募集要項 ３．5 月理事会関連事項 ４．会員異動 
 

1. 2008 年度（第 58 回） 

定例総会・研究発表会 
第 58 回定例総会・研究発表会は、きたる 10 月

11 日（土）、12 日（日）の両日、中京大学で開催

されます。 
詳しい日程・会場案内は、会報第 36 号に掲載し

ます。 
 

2. 2008 年度（第 58 回） 
研究発表募集要項 

2008 年度（第 58 回）研究発表会募集要項 
研究発表の希望者は、題目・氏名・所属（必須）

と要旨を 7 月 10 日（木）までに（必着）事務局

宛に送付（郵送）してください（要旨は題目・氏

名・所属をのぞいて本文 1,000 字―欧文の場合

300 word―以内とします）。書式は自由ですが、

用紙は A4 を使用してください。発表要旨は予稿集

に掲載されます。（発表者確定後、要旨原稿の手直

しを受け付け、９月に発行。）発表要旨には、欧文

（英語あるいはロシア語）による「発表題目」及

び「執筆者氏名」を必ず付記してください。 
郵送以外の申し込み、及び締め切り後の申し込

みは受け付けません。申し込みを受け付けなかっ

た旨のご連絡はいたしませんので、余裕をもって

お申し込み下さい。 
（事務簡略化のため、e-mail をお使いの方は郵

送と同時に e-mail でも要旨をご送付下さい―
宛先は hikita@tufs.ac.jp です。なお、この場合も

郵送は必須ですのでご了解下さい）。 
また、次の点をあらかじめご了承ください。 
1. 採否： 報告・発表の採否は、7 月 19 日に開

催される理事会で決定し、７月下旬ないし８月上

旬に発表予定者に連絡します。 
2. 分科会： 分科会への割り当ても理事会で決

定しますが、なるべく発表者の希望に応じるため

に、以下のカテゴリーのうち希望のものを明記し

てください： 
A：文学関係 
B：語学関係 
C：その他（文化、芸術、思想など） 

3. 持ち時間： 発表の持ち時間は、例年通り 1 人

25 分、質疑応答は 5 分とします（時間厳守。およ

その目安は、400 字詰め原稿用紙 1 枚の口頭発表が

1 分強です。） 
4. 使用機器： 発表にさいして機器（ビデオ、書

画カメラ、プロジェクタ等）の使用を希望される

方は、申し込みのさい、その旨を明記してくださ

い。会場施設を確認の上、希望される機器を使用

することが可能かどうかお答えします。なお、会

場の関係でご要望に応じることができない場合も

あります。また、申し込みの時点で機器の使用を

明記していない方は機器の使用ができません。 
5. 未入会者の研究発表： 現時点でロシア文学

会に加入していない方で、研究発表を希望される

方は、研究発表の申し込みをする以前に、入会申

込書をお送りください。入会申込書を送られてい

ない方からの研究発表申し込みは、原則として受

理しません。 
なお、共同研究の場合は、ファーストオーサー

が会員であることを必須の条件とし、非会員の共

著者には入会をお勧めいたします。 
6. ワークショップ、ポスターセッション等： また、

研究発表会当日に上記以外の形式（ワークショッ

プ、ポスターセッション等）の発表を希望される

方は、発表の趣旨、形式・時間の希望を詳しく記

述して、同じく上記期日までに事務局宛に送付し

て下さい（書式自由）。発表の採否、時間・場所に

ついては理事会が開催校と相談の上決定します。

その他上記各項目の規定をお守り下さい。 
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Основные положения 
по приему научно-исследовательских 

публикаций 
Лица, желающие представить публикацию, 

посылают по почте ее заглавие, основные моменты 
содержания, ФИО и сведения о принадлежности 
автора на адрес секретариата с обязательным 
получением до 10-го июля. 
При этом, основной текст, за исключением 

заглавия, ФИО и сведений о принадлежности 
автора, должен быть в пределах 1.000 знаков, а для 
русского (или английского) языка — в пределах 300 
слов. Форма написания свободная, но формат 
бумаги должен быть размером А4. Текст будет 
напечатан в сборнике резюме конференции. (После 
отбора докладчиков сборник будет опубликован в 
сентябре.) Заявка должна включать ФИО автора и 
название доклада не только на японском языке, но и 
на русском (или английском). Заявки, отправленные 
не по почте, к рассмотрению не принимаются. 
Также не принимаются заявки, поступившие после 
указанного срока. Об отказе рассмотрения таких 
заявок уведомляться не будет, поэтому просим 
позаботиться о своевременной отправке с 
соблюдением срока. 
Кроме того, просим принять во внимание 

следующие моменты: 
1. Вопрос принятия публикаций к докладу 

решается на июльском заседании совета 
Общества (19 июля). 

2. Распределение докладов по секциям 
также решается на заседании. Чтобы по 
возможности учесть пожелания выступающих, 
просим четко обозначить в заявке 
нижеуказанный раздел: 

Раздел А: вопросы литературы 
Раздел В: вопросы лингвистики 
Раздел С: прочее (вопросы культуры, 

искусства, философии и т. д.) 
3. Время выступления с докладом, как 

обычно, 25 минут на каждого докладчика и 5 
минут на вопросы. (Время строго соблюдается. 
Ориентировочно, для устного прочтения 
одного листа с текстом из 400 знаков требуется 
одна минута с лишним). 

4. Лиц, желающих при выступлении 

пользоваться приборами и аппаратурой (видео, 
проектор и т. д.), просим указать это при подаче 
заявки. Ответ о возможности использования 
аппаратуры будет дан после консультации с 
местом проведения. Кроме того, в зависимости 
от места проведения, пожелания выступающих 
могут быть не удовлетворены. Если об 
использовании приборов не укажете при падаче 
заявки, использование будет невозможно. 

5. Лица, не являющиеся на данный момент 
членами Общества и желающие выступить с 
докладом, посылают заявку на выступление 
после отправки документов с заявлением о 
приеме в члены Общества. Заявки на 
выступление, поступившие до отправки 
заявления о приеме в члены Общества, 
рассматриваться не будут. 
Если доклад является совместным, первый 
автор доклада должен быть членом Общества. 
Хотя необязательно, другим авторам сильно 
рекомендуем вступать в Общество. 

6. Лица, желающие вести workshop 
(симпозиум с участием слушателей), выставить 
научные материалы или сделать доклады 
другим путём, посылают по почте заглавие и 
план выступления на адрес секретариата с 
обязательным получения до 6-го июля 
(пятница) (и тогда просим соблюсти пункты 1, 
4, 5). 

 

3. 5 月理事会関連事項 
5 月の理事会は、5 月 31 日（土）に東京外国語

大学府中キャンパス総合文化研究所で開催されま

した。主な報告事項および審議事項は以下の通り

です。 
■会員異動（入会 6 名、退会 5 名）―「会員異

動」の項参照。 
■学会賞選考委員長より選考状況について報告

がなされた。 
■編集委員長より会誌40号の編集作業進行状況

について方向がなされた。 
■広報委員長より委員会の HP はグレチコ委員

が担当することが報告された。 
■ロシア語教育委員長より、昨年度に引き続き

今年度も札幌大学のロシア語弁論コンクールに対
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して本会より賞が提供されることが報告された。

またロシア語教育研究会主催のフォーラム「ロシ

ア語教育フォーラム－地域の国際化とロシア語教

育の必要性－」に本会が後援という形で参加する

ことが提案され、了承された。 
■研究発表や学会誌への投稿に関連して、今後

ファーストオーサーが会員であれば非会員との共

同研究も認めることが確認され、2008 年度研究発

表会（於：中京大学）の募集要項からこの点明記

することが確認された。（２．2008 年度研究発表募

集要項を参照） 
■2008 年度研究発表会の事前整理のための WG

が設置された。 
■会員名簿については、会員からの回答率が悪

いことから、あらためて回答を促したうえで、次

号の会報発送の時期に合わせて発行することとな

った（別記「会員名簿最新版の作成について」参

照）。 

 

4. 会員異動 
（2008 年 5 月理事会） 

 

入会： 

〔氏名（所属/支部）専攻分野（推薦者）〕 
橘克子（日本対外文化協会/関東）通訳、翻訳、ロ

シア語教育（米重文樹、山下万里子） 
井面雄次（小学館/関東）辞書編纂学、ロシア語学

（中澤英彦、匹田剛） 
見附陽介（北海道大学・院生/北海道）ミハイル・

バフチン研究（望月哲男、望月恒子） 
ペトリシエヴァ・ニーナ（中京大学/中部）認知言語学、

語用論、機能言語学（安村仁志、郡伸哉） 
樫本真奈美（神戸市外国語大学・院生/関西）20 世

紀ロシア文学（エルマコーワ・L、清水俊行） 
坂中紀夫（神戸市外国語大学・院生）ロシア史（エ

ルマコーワ・L、北見諭） 

 

退会： 青木則子(関西)、増田悟(関東)、網谷佳子(関
東)、荻原眞子(関東)、藤家壮一（北海道） 
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日本ロシア文学会 

会員名簿最新版の作成について（お願い） 
（まだご回答をいただいていない方へ） 

 
前号の会報（第 34 号）に同封しました「日本ロシア文学会会員名簿の作成について」において、会

員名簿最新版作成のため、「会員連絡先のお問い合わせ」を行ないました。 
その際、回答締切を 5 月 2 日とさせていただきましたが、残念ながら回答いただいた会員の方は現時

点で 6 割程度にとどまっています。 
問い合わせの形式がやや煩雑であったことも原因かと存じますが、上記文書の文面にもありますよう

に、個人情報保護への配慮もあり、一方で会員名簿として十分に役に立つものを作成して欲しいという

会員の方々からのご要望もありますので、5 月 31 日の理事会で協議の結果、まだ回答を寄せておられな

い方にあらためて回答をお願いし、名簿作成を当初の予定より遅らせて、秋の会報（第 36 号）の発行

に合わせて行なうことといたしました。 
ご多忙のところとは存じますが、まだ回答をお送りいただいていない方は、至急、ご返送をお願いい

たします［7 月 4 日締切］（何らかの事情で問い合わせの用紙をお持ちでない方は、このページをコピー

して記入欄に記入の上、封書にてお送り下さい）。 
 
なお、上記理事会の決定に従い、今回ご回答いただけない方のうち、この会報が宛先不明で返送され

ていない（すなわち現在事務局で把握している住所が有効である）場合、前回発行（2006 年 8 月）の名

簿のデータをそのまま掲載させていただきます。上記文書の趣旨をご理解の上、締切（7 月 4 日）まで

にご回答くださいますよう、お願い申し上げます。また、この名簿は日本ロシア文学会の会員と賛助会

員にのみ配布されるものです。 

 

 

項目 名簿掲載 

氏名： 
                         漢字にはふりがなをお願いします 

 

住所：  
 
1. 自宅 2. 勤務先 該当する方に○

*1 （郵便番号：            ） 

□ 可 
□不可 

電話番号： 
 
1. 自宅 2. 勤務先 該当する方に○

*2 

名簿掲載 ＦＡＸ： 
 
1. 自宅 2. 勤務先 該当する方に○ 

□ 可 
□不可 

□ 可 
□不可 

メールアドレス： 

（確認のため、お手数ですが別途、hikita@tufs.ac.jp までメールでもお知らせください） 
□ 可 
□不可 

所属支部：  
勤務先等：  
1. 常勤 2. 非常勤 3. 大学院生等 4. その他（  ） 該当するものに○

*3 
 

*1 勤務先住所を記入する場合は、郵便物がまちがいなく届くよう、機関・部局名までお願いします。 

*2 電話番号は固定電話、携帯電話のいずれでも結構です。 

*3 名簿では勤務／院生の区別のみ表示され、常勤／非常勤の別は表示されません。 

 
 


